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１４８社会学研究科紀要第６４号２００６

神をパラレルなものと考え，ＧＢを批判的に読むという行為は，将来の市民生活に向けての一つの有効

な訓練になると考える。この点彼は以下のように論じている。「民主主義社会における市民は，自分た

ち自身のために思考することができなければならない｣。「彼らは，他者と明瞭にコミュニケートし，あ

らゆる種類のコミュニケーションを批判的に受け取ることができる必要がある。読み方の技術とＧＢを

読むということが，明らかに唯一の手段であるというのは，まさにこうした目的のためである」と。

なお，アドラーがリベラル･エデュケイション論の再定義を試みた1930-40年代は，おりしも高等教

育の「マス化｣，ナチズムの台頭期と重なり合う。ファシズムと民主主義の相克の問題，こうした世界情

勢の中で，大衆化の進む高等教育の担うべき機能という問題は，考察されるべき課題として彼の眼前に

立ちはだかっていた。彼がリベラル・エデュケイション再定義に際して拘り続けた，批判へのまなざし

は，こうした課題への一つの回答としての意味合いも帯びていた，と指摘することができよう。

本年度の研究成果は，時間的な制約もあり，戦問期のリベラル・エデュケイション論のなかでも，ア

ドラーの言説の概要をときほぐすに留まっている。掲げた研究課題の大きさに照らしても，今後，アド

ラー以外の論者によるリベラル・エデュケイション論にも焦点をあてること。また，そうした言説分析

的な研究の蓄積を踏まえた上で，既存のリベラル・エデュケイションをめぐる概念史研究を，再度批判

的に吟味し直す作業が必要になるだろう。今後の継続的な課題としたい。
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顔刺激における予期からの逸脱認識の神経活動

一 脳磁 図による研究一

石津智大

人間には，顔や身体像などを容易かつ瞬時にそれと認識する能力がある。またオドボール課題や事象

関連電位の一つであるMismatch-Negativity等で示されるように，注意を払っていない状態でも人間

の脳は通常とは異なった刺激（予期からの逸脱している刺激）へ，自動的に反応できる仕組みを持つ。

このような無意識的．自動的な判断，注意の‘情報処理は，その後の自覚的な認識の基盤となっていると

考えられる。



顔刺激における予期からの逸脱認識の神経活動１４９

予期からの逸脱を検出する神経機構の研究は，オドボール課題による前頭葉研究が多く行われてき

た。近年の研究では，前頭葉，特に，個別の視覚要素の処理領域と直接投射していると言われるブロー

ドマンエリア４６野が，低次の視覚領域の反応を調節するエラー信号を発信していると報告されている。

それらの研究11,2)では，例えば不自然な色付けがされた刺激（青いバナナ)3)のように，予期からの逸脱

が存在する刺激提示時に，４６野からの活動が記録されている､このように予期からの逸脱は前頭葉の働

きを主として研究されてきた。しかし一方で，視覚‘情報を処理する後頭葉・側頭葉内の領域も，そのよ

うな逸脱に対して感受性を持つ可能性がある◎顔刺激の処理・認識を行うfusiformfacearea(FFA)の

活動が，顔を倒立させるなど通常の刺激の状態とは異なる提示をした場合，活動量が変化すると言われ

ているからだ4)。これはＦＦＡが，顔刺激がどのような状態であるかということに敏感に反応する事を示

している。しかし，このような実際に視覚情報を処理する各領域と前頭葉とを包括的に扱い，予期から

の逸脱検出を検討した研究はない。そこで，個別の視覚処理領域の活動変化と前頭葉の活動とのインタ

ラクションの観点から．予期からの逸脱検出のメカニズムにアプローチすることは大いに意義のあるこ

とと考え本研究に取り組んだ。

明らかにすべきことは，予期からの逸脱検出は，前頭領域の活動によるのか，限局された視覚処理領

域の活動によるのか．それとも双方の活動の動的なインタラクションによって行われるのかという点で

ある。使用した提示刺激は，黒字に白の線で描画された顔刺激である。刺激として顔を使用した理由は，

蓄積された多くの研究から顔認識はＦＦＡが処理の中枢であるということが広く認められていること，

また“通常の状態”が普遍的で定義しやすいということである。実験の目的は，通常のノーマルな刺激

の提示と，予期から逸脱した刺激の提示とで，神経活動を記録し検討することである。またコントロー

ルとして，顔とは全く認識できないような刺激を提示した場合の当該神経領域の活動も記録した。それ

らの比較によって予期からの逸脱検出のメカニズムの解明を試みた。

方法

被験者は正常視力を持つ右利き成人４名（男性２名，女性２名，平均年齢２８歳)。使用した提示刺激

は，以下のものである（図ｌ)。(1)通常の顔（ノーマル刺激)。(2)それらを顔としては判別できないよう

にスクランブル，バラバラに切り離し適当に繋ぎなおしたもの（スクランブル刺激)。(3)予期からの逸

脱を生じさせる刺激（アブノーマル刺激)。アブノーマル刺激は，ノーマル刺激を上下に切断，左右にず

らしたもので，顔としての認識は保たれているが不完全な状態にした刺激である。さらに，逸脱の度合

いによって脳活動に変化がみられるか否かを検討するために，分断率高/低の２種類のアブノーマル刺

激を作成した。以上，合計４種類の刺激を用いた。各刺激は被験者から１．５メートルの距離に設置され

たスクリーンに投影され，提示時間は５００ミリ秒,刺激間間隔は平均１．５秒（1.35～1.65秒）であった。

これらの視覚刺激を被験者に提示し，その時の

FFAと前頭領域の各神経活動を脳磁図(Magneto‐

encephalogram;MEG)により記録した。被験者は

視線を固視点に固定し，提示された刺激が「顔」で

あるか「無意味なもの」であるか，できるだけ速く

正確にキー押しによって回答するよう求められた。

実験はｌブロック約４分,全部で３ブロックから構 激
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成された。
１８０

３０６チヤンネノレ全頭型脳磁場計(Neuromag,Hel‐，５０

sinki,Finland)を使用した｡MEGのｻﾝプﾙ周波§2．
数は６０１Ｈｚ，アナログフィルターは00.1～lOOHz§９０

であった｡分析時間は刺激提示前,00ミリ秒から提湾：
示後６００ミリ秒であり，刺激提示前７０ミリ秒から０

提示までをベースラインとした。被験者の眼球電位

図を測定し、大きな眼球運動、または５０００fT/c、凶琶似ﾘにし、八弓ノ｡､Upt郵埋到・まノー1J､ｏｕｕｕ１１／ｃｍ 図２ＦＦＡと前頭領域の活動量

以上のＭＥＧ信号が混入した試行は加算対象から外

した。解析時のデジタルフィルターはｌ～３０Ｈｚ,各刺激の加算回数は９０回であった。ＦＦＡを含む後側

頭領域および前頭領域のチャネルにおいて各刺激の活動潜時，活動強度の比較を行った。

結果・考察

ＭＥＧの結果は，本来の画像は同じものであるにもかかわらず，ノーマル刺激(容易に顔と認識できる

画像；図２でＮＣと表記。以下同）よりも，スクランブル刺激(Sc)の方が，ＦＦＡの活動が有意に減少し

ていた（図２左)。これによって，同じ構成要素を持つ刺激でもスクランブル刺激より通常の完全な画像

刺激の方が関連する処理領域の活動が強く引き出されることがわかった。一方，前頭部の活動はみら

れなかった（図２右)。これはノーマル刺激とスクランブル刺激が，前者は完全に顔として自然な認識が

でき後者は逆に何物でもない無意味なものであったため，前頭葉が強い活動を起こさなかった可能性

が考えられる。次に，アブノーマル刺激(Ａｂ)提示では，ＦＦＡにおいてノーマル刺激が引き起こす活動

よりもさらに強い活動が記録された（図２左)。一方，前頭領域においては，ノーマル，スクランブル刺

激ではみられなかった活動が，アブノーマル刺激において記録されたことは重要な点である（図２右)。

この結果からは，予期からの逸脱は，単に，その刺激カテゴリーの処理に特化された視覚領域の活動変

化からだけではなく，前頭葉内に位置する皮質からの干渉も相まって検出されるという可能性が示唆さ

れる。また，アブノーマル刺激に関して，分断率の高低(Ａｂｈｉｇｈ,Ａｂｌｏｗ)とＦＦＡの活動量との間に相

関がみられた（図２左)。一方，前頭領域では活動量に有意な差は認められなかった（図２右)ｏこのこ

とから示唆されることは，ＦＦＡでは，予期からの逸脱の量に対して感受性を有するが，前頭領域は逸脱

の有無のみに反応するということである。

総合考察・展望

本研究では，顔を刺激として用い，予期からの逸脱という事態に対してＦＦＡと前頭領域とがどのよ

うに活動するかを検討した。その結果，ＦＦＡではアブノーマル刺激，ノーマル刺激，スクランブル刺激

の順に活動が高く，アブノーマルの度合いにも影響を受けることを示せた。また前頭領域ではアブノー

マル刺激のみに活動を示したが，アブノーマルの度合いには影響されないということを示せた。これら

の結果は，前頭領域と視覚処理領域とのインタラクションにより予期からの逸脱が検出されている可能

性，そして視覚処理領域の活動量が逸脱量と相関する可能性を示唆している。しかし，本研究ではアブ

ノーマル刺激の逸脱量を２段階のみに設定しており、よりこまかく調節した刺激を用いて結果を保証す

る必要がある。また，ＭＥＧは前頭領域の活動を詳細に調べることには不利な面があり，空間分解能に優
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れるｆＭＲＩを用いて追加実験を行うことが望まれる。
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アフロ系ボリビア人による伝承曲“サヤ”の再評価とコミュニティの変容

-2006年度南ユンガス地方チカロマ村での調査から－

梅崎カユほり

1．目的と概要

報告者は修士課程より，ボリビアのアフロ系住民によるアイデンティティ獲得運動およびその運動の

展開において鍵となった伝承曲“サヤ，，について研究を続けてきたが，その過程では，アフロ系コミュ

ニティの近現代史研究が非常に少ないことが実感された。これは，アンデス文化＝先住民文化という固

定化された見方によるものと考えられるが，このような状況の下，ボリビア社会では，アフロ文化認識

がごく一面的で偏ったものとして定着していることも明らかになってきた。これは都市部で盛り上がっ

た連動の背景を理解し，運動に“サヤ”が使われたことの意味を分析，考察する上でも克服されるべき

点である。そのためには，アフロ系住民の伝統的集住地区における“サヤ”と，住民の意識の変遷をた

どる必要があると考え，２００３年度からフィールドを村落部も広げつつ調査を進めている。

２００６年度の調査期間は約３ヵ月で，ボリビア共和国ラパス県におけるアフロ系住民の伝統的集住地

区，南ユンガス地方チカロマ村周辺を調査地とし，

①祭事（６月中旬のチカロマ祭及び８月上旬のイルパナ祭）および８月６日独立記念日の式典の観

察，記録

②各祭事で歌われる“サヤ”の歌詞及び音源・映像の収集

③住民（特に高齢者）への聞き取り調査及び参与観察

を集中的に行った。


